
ヘビーローラキャビネット 
製品番号   WSH2012R 

取扱説明書  NO.2211 
このたびは「ヘビーローラキャビネット」をお買いいただき、まことに

ありがとうございます。 

■全ての引出しにボールベアリングレールを採用し、 

スムーズに開閉できます。 

■全ての引出しにロック機構を採用し、移動時など引出しの 

飛び出しを防止します。 

■鍵は折損に強い八万錠を採用。 

すべての引出しがロックされます。 

■車輪回転を固定するストッパー機構を採用。 

■製品をご使用される前に、取扱説明書をお読みいただき、 

理解していただいた上でご使用ください。 

■取扱説明書は、いつでも読めるように所定の場所に大切に 

保管してください。 

■万一、取扱説明書を紛失、汚損された場合、または 

保管用として別途、取扱説明書をご入用の方は、 

弊社までお申しつけください。 

 

お買い求めの製品や取扱説明書の内容について、不明な点が 

ございましたら、お買い求めの販売店、または弊社営業所まで 

お問い合わせください。 

注意文の警告マークについて 

お使いになる人や、他の人への危害や財産への損害を未然に 

防止するため、必ずお守りいただく内容を次ぎの要領で 

説明しています。 

■説明内容を無視し、誤った使い方をしたときに生じる危険や 

損害を次の区分で表示し、説明しています。 

警告 
誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡また

は重傷を負う可能性が想定される内容のご注意。 

注意 
誤った取り扱いをしたときに、使用者が損害を負

う可能性が想定される内容および物的損害が想

定される内容のご注意。 

尚、 注意に区分した事項でも、状況によっては重大な結果に 

結びつく可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を

記載していますので、必ず守ってください。 

ご使用上の注意     （必ずお守りください） 

この製品は、作業工具、小物治具、部品などを収納できる 

収納具です。この目的以外の作業には使用しないでください。 

警 告 
●耐荷重を超える工具類の 

収納、または重量物を 

置かないでください。 

破損、転倒、けがの原因に 

なります。 

 

●転倒防止のため、引出しは

同時に 2 つ以上出さないで 

ください。 

転倒、けがの原因になります。 

 

 

 

 

 
 

警 告 
●物を載せたり、配置するとき

は、一方に片寄らせないで 

ください。 

転倒、けがの原因になります。 

●床面が傾斜していたり、 

凹凸のある場所で 

使用しないでください。 

転倒、けがの原因になります。 

 

注 意 
●作業・保管する際はキャスタ

ーのストッパを必ずかけて 

ください。 

不意に動くと転倒・けがの原因

になります。 

 

●回転不良・摩耗・劣化した 

キャスターをそのまま使用 

しないでください。 

交換・修理を行ってください。 

転倒・けがの原因になります。 

●引出しの取り付け・取り外し

時、指詰めに注意して 

ください。 

けがの原因になります。 

 

●引出し操作時、指詰めに 

注意してください。 

けがの原因になります。 

 

内容品 
●本体 

(引出し・キャスター含む) 

●天面用マット 

●引出し用マット 

●ハンドル 
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●六角穴付ボルト 

M6×25(二面幅 4mm) 

●六角穴付ボルト 

M6×50(二面幅 4mm) 

●鍵 
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寸法と各部の名称 

 
 内寸(mm) 

幅 w×奥行 d×深さ h 

耐荷重 

(N) [kgf] 

天面 － 2942 300 

1 段目 w 1230×d 527×h 123 1177 120 

左 2～4 段目 w 371×d 527×h 79 686 70 

左 5 段目 w 371×d 527×h 107 686 70 

左 6 段目 w 371×d 527×h 275 686 70 

右 2～4 段目 w 777×d 527×h 79 686 70 

右 5～6 段目 w 777×d 527×h 107 686 70 

右 7 段目 w 777×d 527×h 163 686 70 

 

ハンドル取り付け 

①本体側面に六角穴付ボルト M6(二面幅 4mm)を使用して、 

ハンドルを固定します。 

A：六角穴付ボルト(M6×25) 

B：六角穴付ボルト(M6×50) 

 

引出しの外し方 

①引出しを開け、レールが見えるよう、いっぱいまで引き出します。 

②レールから出ているレバーを、「右は下向き、左は上向き」に 

押しながら、引出しを引くと、外れます。 

③元に戻す際は、左右のレールを本体のレールに同時に合わせ

て、押し込みます。 

  

 

キャスター使用方法 

①レバーを切り替えることで、車輪回転を固定します。 

ロック解放 

→ 

ロック 

  

 

保守点検 

●安全のために、月 1 回定期点検を行ってください 

（接合部のボルトの緩み、キャスターの摩耗・変形）。 

●塗装部分の汚れは乾拭きするか、アルコールまたは 

中性洗剤などで拭き取ってください。有機溶剤のシンナー、 

ベンジンなどは塗装が剥がれますので使用できません。 

 

 

 

 

 

 

IMKO093 

○A

○A  

○B  

○B  

 

○A  

 


